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(4)文部省：『学校体育指導要綱』，1947 年．http://www.nier.go.jp/guideline/s22ejp/ 全文は以上の URL に掲載され
たものを参照した(閲覧 2013/5/13)。
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章・節 研究方法 対象 分析方法等
第２章第１節 　文献研究　 『幼稚園教育要領』等 関連文献の整理
第２章第２節 調査研究 ３歳児～５歳児幼児 動きの実験・観察と量的分析
第２章第３節 調査研究 ３歳児～５歳児幼児 動きの実験・観察と質的分析
第３節第１節 実践研究 保育者志望学生 授業概要の整理
第３章第２節 実践研究 保育者志望学生 学生の内省の質的分析




















































































































(1)森上史朗：「劇的表現をめぐって」，平井信義/編『保育研究』Vol.15 No.1，2-16 頁，建帛社，1994 年．











































































































































































































































































































年、1964 年、及び大きく変更した 1989 年の『幼稚園教育要領』を取り上げて、全体的な
















































及手技」の 4 項目、『幼稚園令施行規則』(1926)では、「遊戯，唱歌，観察，談話，手技等」の 5 項目が保育
内容として挙げられており、身体表現的な活動は「遊戯（遊嬉）」で行われていた。























































































































































































現の題材」，『湘北短期大学紀要』第 8 号，39-46 頁，湘北短期大学，1987 年．村田芳子・安江美保：「創作ダ
ンスにおける学習内容の選定に関する基礎的研究―小学校児童と題材との関係から―」，『岡山大学教育学部
研究集録』第 93 号，79-89 頁，岡山大学教育学部，1993 年．文部省：『小学校学習指導要領指導書・体育編』，
東洋館出版社，1989 年．
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２か月)、４歳児学級の幼児 20 名(平均年齢５歳１か月)、５歳児学級の幼児 20 名(平均年
齢６歳０か月)であり、各年齢児における男女の内訳は、すべて男児 10 名、女児 10 名ず


























































































































うさぎ ○ ○ 軽い、楽しい 跳、走 動物 予備実験済
象 ○ ○ 重い、力強い 歩 動物
りす ○ ○ 軽い、楽しい 歩、走 動物
きりん ○ ○ 重い 歩、走 動物
猫 ○ ○ 柔らか 歩、転 動物























































ねずみ ○ ○ 軽い、にぎやか 走 動物
小鳥 ○ ○ 軽い、にぎやか 歩、走、跳 動物 予備実験済
魚 ○ ○ 軽い 這う、走 動物 予備実験済
蛇 ○ ○ 粘る 這う、歩 動物 予備実験済
かえる ○ ○ 軽い 跳 動物
かに ○ ○ 硬い 這う、歩 動物
かめ ○ ○ 硬い 這う、歩 動物
ちょう ○ ○ 軽い、楽しい 歩、走、跳 動物（虫）
あり ○ ○ 軽い、にぎやか 這う、歩、走 動物（虫） 予備実験済
ばった ○ ○ 軽い 跳、歩 動物（虫）
こおろぎ ○ ○ 軽い、にぎやか 這う、歩 動物（虫）
かたつむり ○ ○ 粘る 這う、歩 動物（虫）
どんぐり ○ ○ 軽い、楽しい 回転 植物 予備実験済
竹の子 ○ ○ 固い 伸 植物
たんぽぽ ○ ○ 軽い、楽しい 歩、走 植物
風 ○ ○ 多様 走、転 自然現象 予備実験済
波 ○ ○ 多様 走、跳 自然現象
雪 ○ ○ 多様 走 自然現象
嵐 ○ ○ 多様 走、転、跳 自然現象
忍者 ○ ○ 多様 多様 夢・物語 予備実験済
おじいさん ○ ○ 多様 多様 人と生活
おばあさん ○ ○ 多様 多様 人と生活
お母さん ○ ○ 多様 多様 人と生活 予備実験済
アニメのヒーロー ○ ○ 多様 多様 夢・物語
お化け ○ ○ 多様 多様 夢・物語
電車 ○ ○ 硬い、重い 歩、走、這う 人と生活
バス ○ ○ 硬い、重い 歩、走、這う 人と生活
オートバイ ○ ○ 硬い、機械的 歩、走、這う 人と生活
飛行機 ○ ○ 硬い、鋭い 歩、走、跳 人と生活
船 ○ ○ 硬い、重い 歩、走、這う 人と生活
車 ○ ○ 硬い、にぎやか 歩、走、這う 人と生活 予備実験済
おもちゃ ○ ○ 楽しい 多様 人と生活
まり ○ ○ 軽い、柔らか 跳、転 人と生活
風船 ○ ○ 軽い、柔らか 歩、走、跳 人と生活 予備実験済
しゃぼん玉 ○ ○ 軽い、柔らか 歩、走、跳 人と生活
たこ ○ ○ 軽い 歩、走、跳 人と生活
こま ○ ○ 硬い 回転、倒 人と生活 予備実験済
ロボット ○ ○ 硬い、機械的 多様 人と生活
遊園地の乗り物 ○ ○ にぎやか 多様 人と生活
花火 ○ ○ にぎやか 走、跳 人と生活
お祭り ○ ○ にぎやか 多様 人と生活
魔法の国 ○ ○ 多様 多様 夢・物語
ジャングル探検 ○ ○ 多様 多様 夢・物語
宇宙探検 ○ ○ 多様 多様 夢・物語















































































「小鳥」の表現では、「走る」(３歳児 62.5 ％、４歳児 72.4 ％、５歳児 41.4 ％)、両脚
で｢跳ぶ｣(３歳児 6.8 ％、４歳児 15.9 ％、５歳児 37.3 ％)、両脚跳びからの「ギャロップ」






「こま」の表現では、「回る」(３歳児 57.7 ％、４歳児 49.4 ％、５歳児 60.5 ％)、「転が





「風船」の表現では、「歩く」(３歳児 11.5 ％、４歳児 7.5 ％、５歳児 11.1 ％)、「走る」
(３歳児 37.5 ％、４歳児 30.5 ％、５歳児 33.8 ％)、両脚で「跳ぶ」(３歳児 33.0 ％、４歳























































(1)西洋子・本山益子：「幼児期の身体表現の特性Ⅰ」，『保育学研究』第 36 巻第 2 号，25-37 頁，日本保育学
会，1998 年．
(2)本節は、以下の論文を加筆・修正した。新山順子：「幼児の身体表現におけるイメージと動きの関係」，




















２か月)、４歳児学級の幼児 20 名(平均年齢５歳１か月)、５歳児学級の幼児 20 名(平均年
齢６歳０か月)であり、各年齢児における男女の内訳は、すべて男児 10 名、女児 10 名ず
第２章 第３節
(4)題材の選定方法については、前節に示した。
(5)名須川知子：「幼児の身体表現の「意味」についての研究」，『兵庫教育大学紀要』第 14 号，161-173 頁，
兵庫教育大学，1994 年．
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(10)Frobel,F.(1826)：Die Menschenerziehung, die Erziehungs=, Unterrichts=, und Lehrkunst，p.36，angestrebt in der

























(11)Dewey,J.(1915)：The School and Socity and The Child and the Curriculum，p.118，The University of Chicago Press，






















































































まず、全記述データを ChaSen により分かち書きし、50,879 語を抽出した。抽出語の種







を見出しとして含めた共起ネットワークを示した（表示語数 48 語(入力語数 58 語)、表示




















































第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回














































(7)西洋子：「保育者と身体性」，『保育学研究』第 39 巻第 1 号，12-19 頁，日本保育学会，2001 年．




























































































































































表現の実践とその教育的価値」第 21 巻第 1 号，5-15 頁，日本幼少児健康教育学会，2013 年．
(2)内閣府：『障害者基本法の一部を改正する法律』（平成 23 年法律第 90 号）第 16 条より抜粋，2011 年．






















































































O 大学を拠点とするこの活動を「OPU キッズダンスワーク」とした。「OPU キッズダン
スワーク」は、2009 年 10 月に保護者と研究会を持ち、2010 年１月から月に１回の活動を
開始した。参加した子どもは、ダウン症児５名、自閉症児１名、ダウン症・自閉症重複児
１名、発達障害児１名、そのきょうだい児４名、計 12 名である。定型発達児のきょうだ
















































































































































































































































































への有用性分析」，『岡山県立大学保健福祉学部紀要』第 18 巻 1 号，19-28 頁，岡山県立大学保健福祉学部，2011
年．























































この授業を 1998 年度から 2001 年度に受講し、卒業後保育職に就いた卒業生 158 名に資








る回答を分析する。この質問について報告があったのは 38 名で、その内訳は、女性 37 名、






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１年生 ２年生 ３年生 ４年生
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